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ジ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ
著
『
独
裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ
』
は
、

と
て
も
啓
発
さ
れ
る
著
作
で
あ
る
。
今
年
１
月
、
中
見
真
理
氏
の

解
説
に
よ
り
「
１
０
０
分
d
e
名
著
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
）で
も
紹

介
さ
れ
た
。
シ
ャ
ー
プ
氏
が
推
奨
す
る
の
は
、
暴
力
を
用
い
な
い

平
和
闘
争
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
非
暴
力
こ
そ
が
〝
武
器
〟

と
な
る
逆
転
の
発
想
だ
。
こ
の
発
想
の
淵
源
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が

イ
ン
ド
独
立
の
た
め
に
自
ら
指
導
し
て
行
っ
た
非
暴
力
・
不
服
従

の
運
動
に
あ
っ
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
氏
は
非
暴
力
闘
争
の
こ
と
を
、
様
々
な
戦
術
・
戦
略

を
駆
使
し
た
「
暴
力
な
き
戦
争
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
戦
争
は
、

暴
力
の
代
わ
り
に
、
心
理
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
な
武

器
で
闘
い
、
そ
の
闘
い
も
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
。
シ
ャ
ー
プ
氏

は
、
そ
う
し
た
非
暴
力
行
動
の
方
法
を
実
に
１
９
８
通
り
も
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
現
実
に
即
応
し
た
も
の
で
、
独
裁
体

制
下
の
多
く
の
国
で
実
践
さ
れ
、
成
功
例
に
は
独
裁
者
を
倒
し
た

セ
ル
ビ
ア
の
民
主
化
運
動
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
回
復
運
動
な
ど

が
あ
る
。

　

宗
教
者
こ
そ
非
暴
力
の
運
動
の
担
い
手
で
あ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー

は
非
暴
力
（
不
殺
生
）
の
思
想
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
仏
教
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
と
い
う
イ
ン
ド
の
宗
教
的
伝
統
の
中
か
ら
汲
み
取
り
、
こ

れ
を
植
民
地
体
制
の
圧
制
下
に
あ
っ
て
不
服
従
運
動
と
し
て
展
開

し
た
。
彼
は
イ
ン
ド
の
状
況
を
知
り
抜
い
て
お
り
、
自
ら
も
政
治

的
手
腕
を
発
揮
し
て
運
動
を
巧
み
に
進
め
た
。
で
も
、
現
実
に
は

多
く
の
宗
教
者
は
そ
の
よ
う
に
動
く
こ
と
が
苦
手
で
あ
り
、
ま
た

精
神
的
な
リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ
て
も
、
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ー
プ
氏
も
、
信
仰
を
深

め
非
暴
力
思
想
を
強
化
す
る
宗
教
的
非
暴
力
主
義
者
を
尊
敬
し
つ

つ
、
そ
の
非
暴
力
が
個
人
的
レ
ベ
ル
に
留
ま
り
が
ち
で
あ
る
こ
と

に
批
判
の
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
。

　

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
、宗
教
者
は
あ
く
ま
で
宗
教
者
で
あ
り
、

政
治
家
や
活
動
家
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
私
は
む
し
ろ
そ
れ
は
当

然
で
あ
る
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宗
教
者
に
は
各
界
・
各
階
層

に
対
し
て
た
ゆ
み
な
く
働
き
か
け
て
、
非
暴
力
の
思
想
を
人
々
に

浸
透
さ
せ
る
使
命
が
あ
る
。
こ
れ
は
味
方
に
な
る
人
々
に
だ
け
で

は
な
く
、独
裁
権
力
側
に
対
し
て
も
同
様
に
だ
。
そ
の
場
合
に
は
、

柔
よ
く
剛
を
制
す
る「
政
治
的
柔
術
」も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
し
、

国
際
的
な
圧
力
も
時
に
強
く
求
め
ら
れ
よ
う
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
と
く
に
そ
の
思
い
を
強
く

す
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
だ

ろ
う
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
抑
圧
に
苦
し
む
人
々
を
自
由
と
解
放
へ
と

導
く
べ
く
、
宗
教
者
同
士
の
間
の
み
な
ら
ず
、
政
界
・
経
済
界
は

じ
め
社
会
の
様
々
な
方
面
に
対
話
と
連
帯
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

「非暴力という“武器”を用いた戦争」

WCRP日本 委員会
平 和 研 究 所 所 員
天 理 大 学
おやさと研究所教授

金子　昭
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2023・３・20

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
へ
の
緊
急
支
援

　

２
月
６
日
の
シ
リ
ア
国
境
と
接
す
る
ト
ル
コ
南

部
で
発
生
し
た
大
地
震
を
受
け
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
委
員
会
は
、
シ
リ
ア
で
支
援
活
動
を
行
う
二
つ

の
市
民
団
体
に
支
援
金
の
緊
急
拠
出
を
行
う
と
と

も
に
、
緊
急
支
援
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

　

支
援
金
の
拠
出
先
に
つ
い
て
は
、
日
本
委
員
会

に
関
係
す
る
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
共
有

す
る
中
で
決
定
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
委
員
会

の
徳
増
公
明
理
事
と
シ
リ
ア
難
民
留
学
生
た
ち
か

ら
具
体
的
な
情
報
が
得
ら
れ
た
。

　

徳
増
理
事
か
ら
は
、日
本
の
イ
ス
ラ
ム
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
お
い
て
は
、
い
ち
早
く
情
報
収
集
と
支

援
に
乗
り
出
し
て
お
り
、大
塚
マ
ス
ジ
ド（
東
京
・

豊
島
）
や
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー
（
東
京
・
渋
谷
）
が

支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
委
員
会
は
過
去
５
年
間
に
わ
た
り

シ
リ
ア
難
民
留
学
生
の
受
け
入
れ
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
こ
の
支
援
活
動
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体

を
含
め
た
三
者
で
の
緊
急
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き

意
見
を
聞
い
た
。
留
学
生
た
ち
か
ら
は
、
現
地
で

効
果
的
な
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
い
く
つ
か

の
支
援
団
体
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当
面
の
緊
急
支
援

先
と
し
て
、10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
内
戦
が
続
き
、

政
治
的
不
安
定
な
状
況
下
で
被
災
し
た
シ
リ
ア
北

西
部
で
支
援
活
動
を
続
け
る
以
下
の
二
つ
の
団
体

に
決
定
し
た
。
こ
の
地
域
は
、
シ
リ
ア
政
府
や
国

連
な
ど
の
国
際
機
関
の
支
援
が
届
き
に
く
い
状
況

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

①W
hite…H

elm
ets

（
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

　

正
式
名
称
はSyria Civil D

efence

、
メ
ン

バ
ー
が
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
か
ら

通
称
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
。
反
体

制
派
支
配
地
域
で
戦
災
者
の
救
助
や
治
療
に
あ
た

っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ー
ム
に
起
源
を
も

つ
団
体
で
、「
中
立
、
不
偏
、
人
道
」
を
掲
げ
て
救

出
活
動
を
行
う
そ
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
通
じ
て
世
界
中
に
拡
散
さ
れ
、
欧
米
諸
国

で
称
賛
を
浴
び
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
も
な

っ
た
と
い
う
。

②…M
olham

…V
olunteer…Team

（
モ
ル
ハ
ム
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
）

　

２
０
１
２
年
10
月
６
日
に
設
立
さ
れ
た
、
シ
リ

ア
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。主
に
、

シ
リ
ア
国
内
で
爆
撃
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
地

域
、
ヨ
ル
ダ
ン
や
ト
ル
コ
な
ど
周
辺
国
に
暮
ら
す

難
民
の
方
々
へ
の
人
道
支
援
、
紛
争
孤
児
へ
の
教

育
支
援
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
国
連
や
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
支
援
で
き
な
い
地
域
で
も
積
極
的
な
支
援

活
動
を
続
け
て
き
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
そ
の
人

道
主
義
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
が
経
過
し
た
時
点
で
、

両
国
を
合
わ
せ
た
死
者
は
５
万
人
を
超
え
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ト
ル
コ
国
内
だ
け
で
も
政
府
の
発

表
に
よ
る
と
、
死
者
約
４
万
６
千
人
、
倒
壊
あ
る

い
は
激
し
く
損
傷
し
た
建
物
は
21
万
棟
を
超
え
、

２
０
０
万
人
近
く
が
一
時
的
な
避
難
施
設
に
身
を

寄
せ
、
う
ち
１
４
０
万
人
以
上
が
テ
ン
ト
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ

Ａ
）
に
よ
る
と
、
ト
ル
コ
で
９
１
０
万
人
、
シ
リ

ア
で
８
８
０
万
人
が
地
震
の
影
響
を
受
け
、
行
方

不
明
者
数
は
両
国
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と

い
う
。

　

今
後
も
日
本
委
員
会
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員

会
や
現
地
で
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
模
索
し
な
が
ら
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
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「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
国
際
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
２
」
を
開
催

　

韓
国
宗
教
平
和

国
際
事
業
団
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
の
国
際

セ
ミ
ナ
ー
が
２
月

11
日
、
韓
国
・
ソ

ウ
ル
市
内
の
会
場

で
開
催
（
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）さ
れ
、

『
東
北
ア
ジ
ア
平

和
共
同
体
構
築
の

た
め
の
課
題
』
の

総
合
テ
ー
マ
の
も
と
、
日
中
韓
の
宗
教
者
、
学
者

な
ど
72
人
が
参
加
し
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
国
際
セ
ミ
ナ
ー
は
、
韓
国
宗
教
平
和

国
際
事
業
団
と
韓
国
宗
教
人
平
和
会
議
（
Ｋ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
が
主
催
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
共
催

で
２
０
０
９
年
か
ら
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
宗
教

者
ら
が
毎
年
集
い
、
東
北
ア
ジ
ア
が
直
面
し
て
い

る
諸
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
る
。

　

開
会
式
で
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
会
長
の
ソ
ン
・
ジ
ン

ウ
氏
、
戸
松
義
晴
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
理
事
長

（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
副
所
長
・
浄
土
宗
心
光
院
住

職
）、そ
し
て
中
国
宗
教
者
和

平
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
副

会
長
の
フ
ァ
ソ
ン
レ
ロ
ン
ツ

ァ
ン
モ
ン
氏
が
あ
い
さ
つ
。

戸
松
理
事
長
は
、
政
治
的
な

緊
張
や
気
候
変
動
な
ど
東
北

ア
ジ
ア
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
触
れ
、
自
然
と
の

調
和
を
大
事
に
し
て
き
た
ア
ジ
ア
の
価
値
観
や
宗

教
が
、問
題
解
決
に
そ
の
力
を
生
か
せ
る
と
強
調
。

三
国
の
宗
教
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
本
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
期
待
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　

そ
の
後
、
ラ
カ
ン
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
総
長
、
篠
原

祥
哲
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
事
務
局
長
、
そ
し
て

キ
ム
・
テ
ソ
ン
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
総
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

こ
の
後
、
テ
ー
マ
別
で
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
、『
ア
ジ
ア
太
平
洋
運
命
共

同
体
の
構
築
に
、
仏
教
の
積
極
的
な
役
割
を
十
分

に
発
揮
す
る
』
を
テ
ー
マ
に
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
委
員
の
チ

ュ
ン
フ
ァ
氏
（
雲
南
省
仏
教
協
会
副
会
長
）
が
発

題
し
た
。

　

チ
ュ
ン
フ
ァ
氏
は
、
仏
教
の
華
厳
経
に
由
来
す

る
調
和
思
想
に
触
れ
、
精
神
支
援
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
原
動
力
と
な
る
仏
教
の
知
恵
を
ア
ジ
ア
太

平
洋
運
命
共
同
体
の
構
築
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
繁

栄
と
安
定
の
推
進
た
め
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を

提
言
し
た
。

　

ま
た
、中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
副
会
長
の
ダ
イ
・

ジ
ュ
ン
フ
ォ
ン
氏
、
韓
国
の
平

和
葛
藤
研
究
所
所
長
で
あ
る
チ

ョ
ン
・
ジ
ュ
ジ
ン
氏
、
韓
国
民

俗
宗
教
協
議
会
理
事
の
ハ
ン
・

ジ
ェ
フ
ン
氏
と
共
に
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
一
人
と
し
て
金
子
昭
・

平
和
研
究
所
所
員
（
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所

教
授
）
が
登
壇
し
見
解
を
述
べ
、
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

金
子
所
員
は
、チ
ュ
ン
フ
ァ
氏
が
指
摘
し
た「
調

和
無
碍
、
縁
起
共
生
」
の
思
想
に
触
れ
、
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
多
元
化
し
た
世
界
で
は
、
相
異

な
る
人
び
と
や
民
族
、
国
家
相
互
を
緩
や
か
に
繋

げ
る
共
生
の
縁
の
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
新
た
な
国
際

的
共
生
の
善
き
縁
を
結
び
直
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
、『
人
と
自
然
と
神
（
仏
）

と
の
対
話
』
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
学
院
校
長
の

荒
川
朋
子
氏
が
発
題
し
た
。

　

荒
川
氏
は
、
ア
ジ
ア
学
院
の

設
立
の
ル
ー
ツ
に
触
れ
、『
宗
教

の
壁
を
越
え
た
「
真
の
対
話
」

に
よ
る
人
間
性
の
回
復
』
に
つ

い
て
説
明
。
人
を
大
き
く
成
長

さ
せ
る
「
真
の
対
話
」（
生
き
た

対
話
、
人
間
ら
し
い
対
話
）
は
、
自
然
と
接
し
て

い
る
と
き
、
農
と
食
べ
も
の
に
携
わ
る
作
業
を
皆

と
共
に
行
う
と
き
、
私
た
ち
の
中
に
秘
め
ら
れ
て

い
る
最
も
善
い
も
の
、
最
も
美
し
い
も
の
が
引
き

出
さ
れ
、
心
が
豊
か
に
満
た
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
の

見
解
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
中
国
道
教
協
会
副
会

長
の
チ
ャ
ン
・
ガ
オ
チ
ェ
ン
氏
、

韓
国
の
天
道
教
の
ハ
ン
ウ
ル
連

ソウル市内の会場にて

戸松理事長

金子所員

荒川先生松井所員
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帯
前
代
表
の
ジ
ョ
ン
・
ヒ
シ
ク
氏
、
儒
教
成
均
館

管
理
部
長
の
ソ
ン
・
ハ
ン
ナ
氏
と
共
に
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
一
人
と
し
て
松
井
ケ
テ
ィ
平
和
研
究
所
所

員
（
清
泉
女
子
大
学
教
授
）
が
登
壇
し
た
。

　

松
井
所
員
は
、相
手
を
慈
し
む
心
な
し
で
は「
真

の
対
話
」は
あ
り
え
ず
、
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
ま

ず
自
分
と
相
手
の
人
間
性
に
敬
意
を
持
つ
必
要
が

あ
る
と
主
張
。
対
話
プ
ロ
セ
ス
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
、
人
、
自
然
と
神
と
の
対
話
の
形
式
を
表
を
用
い

て
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
互
い
が
納
得
し
、
心
の
平

和
を
得
る
よ
う
解
決
し
よ
う
と
す
る
と
き
、お
互
い

が
同
じ
方
向
を
見
て
、
平
安
な
地
球
を
目
指
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
、『
気
候

危
機
次
代
の
宗
教
』
を
テ
ー
マ

に
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
理

事
の
山
本
俊
正
氏
（
元
関
西
学

院
大
学
教
授
）
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
も
と
、
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
声

明
平
和
委
員
長
で
韓
国
の
仏
教
環
境
連
帯
緑
色
仏

教
研
究
所
所
長
の
ユ
・
ジ
ョ
ン
ギ
ル
氏
が
発
題
。

　

ユ
氏
は
、
気
候
危
機
に
代
表
さ
れ
る
環
境
問
題

は
、
成
長
社
会
を
越
え
る
こ
と
が
核
心
で
あ
り
、

そ
う
し
て
成
熟
の
社
会
に
進
む
の
で
あ
る
と
主

張
。
し
か
し
、途
方
も
な
い
変
化
の
要
求
を
前
に
、

大
き
な
無
力
感
に
苛
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
感

謝
の
心
、
天
地
自
然
の
恵
み
と
隣
人
へ
の
感
謝
を

回
復
す
る
こ
と
が
遠
い
道
を
進
む
動
力
で
あ
り
、

自
ら
を
維
持
す
る
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
韓
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
気
候
行
動
運
営
委

員
で
あ
る
メ
ン
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン

氏
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
委
員
で
中
国
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
司
教
協
議
会
外

交
委
員
会
副
委
員
長
の
ガ
オ
・

チ
ェ
ン
氏
、
韓
国
の
圓
佛
教
環

境
連
帯
執
行
委
員
の
イ
・
テ
オ

ク
氏
と
共
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
篠
原

事
務
局
長
が
登
壇
し
た
。

　

篠
原
事
務
局
長
は
、
成
長
重
視
の
社
会
と
訣
別

し
、
脱
成
長
社
会
に
向
か
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る

と
強
調
。
世
界
中
に
点
在
す
る
小
規
模
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
連
携
す
れ
ば
大
き
な
力
と
な
り
得
る
。

そ
の
地
域
に
お
け
る
信
頼
関
係
の
構
築
に
お
い
て

宗
教
者
同
士
の
信
頼
を
高
め
る
ア
ジ
ア
宗
教
者
平

和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

翌
12
日
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
成
均
館
を
訪

問
し
、
ソ
ン
・
ジ
ン
ウ
儒
教
成
均
館
館
長
（
Ｋ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
代
表
会
長
）
と
面
会
。
そ
の
後
、
２
０
２
２

年
11
月
に
梨
泰
院
で
起
こ
っ
た
転
倒
事
故
現
場
を

視
察
し
、
献
花
と
祈
り
を
捧
げ
た
。

「
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ス
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

２
０
２
２
」
in 

フ
ィ
リ
ピ
ン

　
『
平
和
構
築
の
担
い
手
と
し
て
の
ア
ジ
ア
の
青

年
た
ち
』
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ス
ピ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
２
が
２
月
５
日
か
ら
８
日
ま

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
市
内
で
Ｒ
ｆ
Ｐ
ア
ジ

ア
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ソ
ウ
ル
平
和
教
育
セ

ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、
ア
ジ
ア
＆
太
平
洋
諸
宗
教

青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
）、
Ｒ
ｆ
Ｐ
／

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
フ
ィ
リ
ピ
ン
委
員
会
共
催
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
12
カ
国

か
ら
60
人
の
青
年
が
集
っ
た
。
青
年
部
会
か
ら
は

齋
藤
侑
助
事
務
局
長
（
立
正
佼
成
会
習
学
部
青
年

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
）ら
２
人
が
参
加
し
た
。

　

５
日
、
マ
ニ
ラ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
パ

ブ
リ
ト
・
ベ
イ
バ
ド
教
授
（
Ｒ
ｆ
Ｐ
フ
ィ
リ
ピ
ン

委
員
会
）
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始

ま
っ
た
。
そ
の

後
、
神
谷
昌
道
師

（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
シ
ニ

ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
か
ら
祝
辞

が
あ
り
、「
こ
の

ユ
ー
ス
ピ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
で
の
議
論

の
内
容
を
共
通
の

行
動
に
移
す
こ
と

で
、〝
チ
ェ
ン
ジ

メ
ー
カ
ー
〟
に
な

山本理事

篠原事務局長

ソン・ジンウKCRP代表会長と
面会

梨泰院に設置された祭壇前にて

歓迎夕食会でのワークショップ
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る
よ
う
に
」
と
励
ま
し
の
言
葉
が
青
年
た
ち
へ
送

ら
れ
た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
は
、
お
互
い
の
名

前
、
国
籍
、
好
き
な
こ
と
を
語
り
合
う
こ
と
で
、

初
め
て
の
出
会
い
で
あ
り
な
が
ら
も
、
密
に
互
い

を
知
り
合
う
場
面
が
あ
っ
た
。

　

６
日
は
、
聖
ト
マ
ス
大
学
で
開
会
式
が
開
か
れ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
歌
斉
唱
、
４
人
の
青
年
に
よ

る
諸
宗
教
の
祈
り
に
続
き
、
キ
ム
・
テ
ソ
ン
師
（
Ｋ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
総
長
）が
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

そ
の
中
で
キ
ム
師
は
、「
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ

て
、
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
ア
ジ
ア
が
立

ち
向
か
う
多
様
性
に
富
ん
だ
諸
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
目
標
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
基

調
講
演
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
議
会
議
員
の
リ

リ
ア
ン
・
シ
ソ
ン
教
授
か
ら
、
青
年
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
ア
ジ
ア
の
諸
課
題
へ
と
向
か
う
心
構
え
を

共
有
す
る
よ
う
促
さ
れ
た
。

　

全
体
会
議
の
中
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
第
一
部
で
は
、『
人
身
売
買
』

を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
リ
ス
ト

５
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動

の
中
で
感
じ

た
「
人
身
売

買
」
の
問
題

に
つ
い
て
語

り
、
人
身
売

買
は
、
健
康

的
、教
育
的
、

法
律
的
な
側
面
で
課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
①
諸
課

題
に
つ
い
て
よ
く
学
び
、
深
く
理
解
す
る
②
宗
教

者
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
を
と
る
③
メ
デ
ィ
ア
を
巻
き

込
む
こ
と
―
―
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

第
２
部
で
は
、『
子
ど
も
の
権
利
と
平
和
構
築
』

を
テ
ー
マ
に
、４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
議
論
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ス

リ
ラ
ン
カ
各
国
に
お
け
る
課
題
を
共
有
し
、
青
年

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
各
国
委
員

会
で
協
働
を
呼
び
か
け
、
教
育
を
施
す
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
。

　

午
後
の
課
外
活
動
で
は
、
マ
ニ
ラ
市
内
に
あ
る

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
を
訪
問
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
的
建
物
な
ど
を
見
学
。
そ
の

後
、
実
際
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
「
子
ど
も
兵
士
」

に
出
会
っ
た
体
験
を
持
つ
人
の
話
を
聴
講
し
、
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
各
国
で
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
り
、
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
を
小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
っ
た
。　

７
日
は
、

聖
ト
マ
ス
大

学
で
研
修
と

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
行
わ

れ
た
。
研
修

で
は
、
互
い

の
宗
教
や
尊

厳
、
意
見
や

性
別
の
違
い

な
ど
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、『
自
分
に

と
っ
て
平
和
と
は
？
』
を
テ
ー
マ
に
各
テ
ー
ブ
ル

で
考
え
が
共
有
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
和
に
対
す

る
考
え
を
一
言
で
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に
記
入
し
、
全

体
で
共
有
し
た
。

　

午
後
は
、
レ
ン
ツ
・
ア
ル
ガ
オ
博
士
（
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｙ
Ｎ
モ
デ
レ
ー
タ
ー
）が『
青
年
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
』
と
題
し
発
題
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会

や
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
展
望
、
国
際
青
年
委
員
会
（
Ｉ
Ｙ

Ｃ
）
や
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　

続
い
て
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
２
日
間
の

学
び
を
基
に
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ

を
具
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
神

谷
師
よ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
評
が
あ
り
、「
皆

さ
ん
は
確
実
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生

え
、
ア
ジ
ア
の
諸
課
題
に
対
し
て
具
体
的
に
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
す
は

各
国
に
戻
っ
た
後
、
行
動
に
移
す
だ
け
」
と
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
ユ
ー
ス
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の

総
括
と
し
て
声
明
文
が
読
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど

の
よ
う
に
行
動
し
て
い
く
の
か
を
全
体
で
確
認
し

た
。

　

８
日
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
立
つ
と
と

も
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
、
今
後
の

ユ
ー
ス
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
運
営
、
活
動
を

具
体
的
に
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
会

議
を
行
っ
た
。

パネルディスカッション

それぞれ書いた彩り豊かな平和のポス
トイット
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平
和
研
究
所 

第
８
回
研
究
会

 

藤
本
頼
生
所
員

　

平
和
研
究
所
の
第
８
回
研
究
会
が
２
月
28
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
藤
本
頼
生
所
員
（
國

學
院
大
學
教
授
）
が
『
神
社
と
社
・
モ
リ
の
語
義

に
つ
て
』
と
題
し
て
発
表
し
た
。

　

は
じ
め
に
藤
本
所
員
は
、「
も
り
」
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
詳
述
。
古
代
の
文
献
で
は
「
神
社
」
や

「
社
」
と
書
い
て
「
も
り
」
と
読
ま
せ
る
も
の
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
神
が
鎮
座
す
る
依
り
代

に
な
る
よ
う
な
特
別
な
木
々
の
密
生
地
を
古
代
の

人
は
『
社
』
の
字
を
用
い
、
一
般
的
な
『
森
』
と

区
別
し
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
『
神
社
』
と

書
い
て
、
神
が
居
ま
す
森
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的

に
指
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、「
ご
神
木
」
に
つ
い
て
も
言
及
。「
神
霊

の
存
在
を
感
じ
る
特
殊
な
樹
木
、
大
木
と
な
っ
て

い
る
樹
木
に
対
し
て
、
神
霊
の
表
象
と
し
て
『
ご

神
木
』
と
崇
め
、
神
霊
を
奉
斎
す
る
た
め
の
社
殿

が
で
き
た
あ
と
も
、神
霊
の
宿
る
も
の
と
し
て『
ご

神
木
』
が
神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語

っ
た
。

　

さ
ら
に
、
山
や
水
、
木
や
森
が
人
び
と
の
生
活

と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
人
び

と
は
そ
こ
に
霊
的
な
も
の
を
感
じ
て
、
農
耕
や
山

仕
事
に
携
わ
る
中
で
宗
教
的
な
信
仰
心
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
と
指
摘
し
、「
ご
神
木
」
は
決

し
て
安
易
な
自
然
崇
拝
で
は
な
い
と
述
べ
た
。

　

一
方
で
近
年
、と
く
に
若
い
人
び
と
の
間
で「
ご

神
木
ブ
ー
ム
」が
起
き
て
お
り
、木
に
触
っ
た
り
、

抱
き
つ
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
靴
で
踏
ん
だ
木
の

根
が
傷
つ
き
、
樹
勢
が
衰
え
て
し
ま
う
被
害
が
各

地
で
み
ら
れ
る
と
注
意
を
促
し
た
。

　

最
後
に
、
神
社
林
の
存
在
意
義
と
し
て
、
と
く

に
都
市
部
で
は
防
火
、
防
音
、
輻
射
熱
遮
断
な
ど

の
効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
森
林
セ

ラ
ピ
ー
効
果
と
し
て
、
人
び
と
の
心
の
安
ら
ぎ
に

役
立
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

た
だ
し
、
最
近
は
道
路
拡
張
や
住
宅
、
工
場
、

電
波
塔
建
設
な
ど
の
公
共
事
業
の
名
目
で
境
内
林

が
失
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
風
が
吹
き
抜
け

て
し
ま
い
「
お
焚
き
上
げ
」
が
で
き
な
く
な
る
、

境
内
の
縮
小
に
よ
り
人
び
と
の
密
集
化
を
き
た
す

の
で
お
祭
り
の
形
態
が
変
わ
る
な
ど
の
影
響
が
出

て
い
る
現
実
も
指
摘
し
た
。

Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｐ 

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

人
身
売
買
禁
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｐ
）
の
連
続
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
４
日

と
同
23
日
に
開
催
さ
れ
た
。メ
イ
ン
テ
ー
マ
は『
人

身
取
引
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
！
～
私
た
ち
の
意

識
が
法
律
、
制
度
を
つ
く
る
～
』。

　

第
１
回
は
『
性
暴
力
・
性
搾
取
の
な
い
社
会
に

向
か
っ
て
～
女
性
支
援
新
法
の
役
割
、
現
場
か
ら

の
声
～
』を
テ
ー
マ
に
３
人
が
講
演
。
吉
田
容
子
氏

（
Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
共
同
代
表
）が
『
人
身
取
引
と
法

律
』
に
つ
い
て
発
表
し
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
成
立
と
売
春
防

止
法
の
差
別
的
な
理
念
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
が
、
実
効
性
の
あ
る
法
律

に
な
る
か
は
今
後
の
取
り
組
み
次
第
と
述
べ
た
。

　

次
に
、坂
本
新
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
・

ハ
ブ
理
事
長
）
が
『
可
視
化
さ
れ
に
く
い
性
的
搾

取
の
現
状
と
課
題
』
と
題
し
て
発
表
。
新
宿
の
支

援
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
に
共
通
す
る

支
援
の
公
式
は
な
い
と
語
っ
た
。

　

熊
谷
真
弓
氏
（
慈
愛
寮
施
設
長
／
精
神
保
健
福

祉
士
）
に
よ
る
『
女
性
支
援
新
法
施
行
に
向
け
て

～
婦
人
保
護
施
設
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
ど
う
変

わ
ろ
う
と
す
る
の
か
～
』
と
い
う
発
表
で
は
、
支

援
を
受
け
る
際
の
法
律
や
窓
口
に
よ
っ
て
将
来
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

第
２
回
は『
技
能
実
習
制
度
廃
止
の
先
に
は 

外

国
人
労
働
者
と
と
も
に
歩
む
社
会
を
！
』
が
テ
ー

マ
。
旗
手
明
氏
（
自
由
人
権
協
会
理
事
）
が
『
技

能
実
習
制
度
は
持
続
可
能
か
～
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

政
策
の
限
界
～
』と
題
し
て
発
表
し
、
外
国
人
労
働

者
を
短
期
間
で
入
れ
替
え
る
政
策
を
問
い
直
し
、日

本
が
移
民
社
会
で
あ
る
こ
と
を
自
己
認
識
し
て
こ

そ
適
切
な
人
権
保
障
に
つ
な
が
る
と
述
べ
た
。

　

鳥
井
一
平
氏
（
Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
共
同
代
表
）
は

『
奴
隷
労
働
根
絶
は
民
主
主
義
の
約
束
』と
題
す
る

発
表
の
中
で
、
制
度
に
よ
っ
て
移
動
や
転
職
を
制

限
す
る
こ
と
は
奴
隷
労
働
と
変
わ
り
な
い
と
主
張

し
た
。
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『
平
和
の
た
め
の
宗
教

 

対
話
と
協
力
15
』
を
発
刊

　

平
和
研
究
所
か
ら『
平
和
の
た
め
の
宗
教 

対
話

と
協
力
』の
第
15
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
今
号
に
は
、

『
つ
な
が
り
あ
う
〝
い
の
ち
〟と
そ
の
未
来
の
た
め

に
―
女
性
宗
教
者
に
期
待
す
る
も
の
―
』
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
た
２
０
２
０
年
度
平
和
大
学
講
座
を

特
集
と
し
て
、
平
和
研
究
所
所
員
及
び
外
部
招
聘

講
師
１
名
に
よ
る
２
０
２
０
年
度
の
研
究
報
告
を

掲
載
し
て
い
る
。
当
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
、『
慈

し
み
の
実
践
：
共
通
の
未
来
の
た
め
に
―
つ
な
が

り
あ
う
い
の
ち
』。本
誌
に
収
録
さ
れ
た
研
究
報
告

は
多
彩
で
、
現
代
に
お
い
て
、
宗
教
に
基
づ
く
平

和
の
実
現
、
他
者
へ
の
慈
し
み
の
実
践
の
手
が
か

り
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。（
Ａ
５
版
・
２
２
０

ペ
ー
ジ
・
頒
価
８
０
０
円
）

W
C
R
P
3
月
20
日
号
令
和
五
年
三
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
二
一
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

18
日　

 

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
４
回
会
合

（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）

23
日　

 

人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
４
回
会

合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

27
日　

 

災
害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
４
回
会
合

（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

29
日　

 

シ
リ
ア
留
学
生
交
流
会
（
東
京
・
立
正
佼
成

会
法
輪
閣
第
５
会
議
室
）

30
～
31 

日　

平
和
研
究
所
合
宿
（
静
岡
・
熱
海
）

《
４
月
》

10
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１

回
会
合

12
日　

 

青
年
部
会
第
１
回
幹
事
会
（
京
都
・
立
正
佼

成
会
京
都
教
会
）

13
～
14 

日　

女
性
部
会
宗
教
別
学
習
会
／
第
１
回
委

員
会
（
兵
庫
・
円
応
教
）

25
日　

 

平
和
研
究
所
第
１
回
所
員
会
議
・
研
究
会
（
東

京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
オ
フ
ィ
ス
内
が
、４
月
か
ら
〝
心

機
一
転
〟
変
わ
り
ま
す
！　

こ
う
ご
期
待
！

《
３
月
》

８
日　

 
気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
東
京
・
普
門

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

10
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
整
備
（
埼
玉
・
所
沢
）

�

＊
28
日
も
同

14
日　

 

第
43
回
理
事
会
・
平
和
大
学
講
座
（
京
都
・

賀
茂
別
雷
神
社
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

15
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森 

地
権
者
と
の
懇
談
会
」（
埼
玉
・
所
沢
）

新
机
（
し
ん
き
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動


